
 

４協議事項 

 (3) バリアフリー化設備等整備事業の事業評価について 
 

 

○地域公共交通改善市民会議で協議する理由 
 

昨年度、当会議において協議し承認した以下の福祉タクシー導入

計画は、バリアフリー化設備等整備事業（国庫補助金）の支援を受

けて計画どおり実施されたが、同補助の支援を受けた事業について

は評価を実施することとなっているため。 

 

 

 

〇計画内容 

 
１ 目的・必要性 

飯田下伊那地域の高齢化の進展に対応するため、車いす利用者

にもすぐに対応可能な車いす兼用車両、リフト付きストレッチ

ャー車両を導入する。 

 

２ 導入する事業者 

  南信州広域タクシー有限会社 

 

３ 車両 

  リフト付きタクシー車両  １台 

  スロープ付きタクシー車両 ２台 

 

 

 

○事業評価の内容 

 

裏面のとおり 

当 日 配 布 



別添１

令和６年12月　　日

協議会名： 飯田市地域公共交通改善市民会議

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

南信州広域タクシー㈲ 福祉タクシー導入
計画どおり適切に導入で
きた。

A
事業が計画に位置づ
けられたとおり、適切
に実施された。

A
事業が計画に位置づ
けられた目標を達成し
た。

事業は本年度で完了し
た。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況


